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第 1一 表 一
















牧 蒐 60% 前後
樫黄色乃至黄色透明 一
枚 糞 65% 前後∴
葦色乃至淡黄色透明 ＼
収 ●量 90% 前後
淡 黄 色 透 明
収 量 90% 前後 .
¢
淡 黄 色 透 明 一
枚 ＼遺 95% 前後
草 色 堪 濁
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第 2 表
J耐 _水 試 験
第等表,第3表の記故 ArF2･0,Al-F2･r, Al-3･0華に ArF4･0'は,第1表の茸験番放 ⅠⅠⅠ,ⅠⅠⅠⅠ,Ⅴ













1) 接着混合剤 (Al-F2.占10g.と 30% NaOH5gとの梶合物)を横着両ゐ各々に薄 く塗布して
一充分吸収させた後,加熱乾燥する｡
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-第 5＼' 表 ′
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第5表の木目蔑 し依件中の･"水Hとは,横着混合剤 1gに封して加える水の g数を意味するもの
で,換言すれば混合剤を稀揮するに要する水の畳を表わしたものである. この表より明か で あ る如
く,木目演として塗布する接着混合剤には,その稀樺ゐ度に或る程虚の制限が加えられることがわか/




















木 材 祈 ∴究 一第4竜虎 (昭 25)
以上の木目潰し嘗験に於ては, 木目潰しにも接着にも同一の接着混合剤を使用して釆たが,稜々の
嘗験結果よりして木目潰し専用の混合剤を調製し,これを使用してみた｡~その調製は縮合物 (Al-F2.5)
1g,水 llLg華に 30% NaOH O･4.gを混合したものである｡この木目潰し混合剤に封して接着混合
剤中のケ 'レヵ7)の畳を加減して見た｡その結果は琴9表の如くであ畠 to i
第 9一 案
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2.5モルを縮合させた所謂 Al4 2∴ 樹脂であって,その性状は攻の如きも!のである｡
外 観--∴---淡黄色の透明な舎利別溶液
･､粘 度･･-････････セイボル ト 1833.8秒 (500C)一 1
＼




































(3日 蛸 舶 剤塗布後の放置繭 と接着力との関係 , / 1
前記諸驚験は絶て接着面に接着混合剤を塗布後 1-2分間で加墜加熱したものであるが, この時･/8
問が接着力に及ぼす影響を知る必要があると思い,混合剤を塗布し放置時蘭を各種襲化して接着力を
測ってみた｡試験僚件は接着墜 31kg/cm2,加熱濫獲 80?⊥900C,加墜時間-1時間,放置窒温 250
舞 11 嚢




接 /着 ､-力 (kg/cm2.)
80⊥90C､I90-1000C i 100-1101C Fユ10-1200C



































〇二一一 80-90℃､ ぺ●---:･790-100QcI､ 一5----700-110oC
､L ･コふ 110-120℃l I′l
′■▲ ′′◆
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で本接着剤を温度を50C附近に保ち, 敵 即寺間毎に取 り用Lて横着試験を行ってみた｡試験俵件は
､ 57
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野津 ･後藤 ･.香西 :アセトンー ホル-リン樹脈の接清剤-の磨座･1
t ●
ii):A.一転5接着混合剤は低温に保存すれば可使時間は相富ある.｡5占C以下で酎 9時閥は大丈夫債1 . 1
用出来る｡ I
iv)Al-F2.F,接着混合剤の塗布量は1cm2に約0.02-0.06gが最適であるO ′













それ以上に温度が上昇する､と,､重合を起して酎 ヒする恐れがあ去 ｡ 液の濃縮程度は その輝度で決め






























































60min. at 8O⊥ 90oC. ､
ii) Amountofs正ead. 一､
0.02JO.06gr.per1crn2. ･lq
iv) Assefriblytime ゝ h
about5m､inutes.■
Thetestpie･ce(3cmx2cmk､1cm･)usedisBuna(beech)(FaguscrehaiaBlume)ノoモ
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